
平成21年度

第4回 診療報酬調査専門組織・慢性期入院医療の包括評価調査分科会

時 :平成 2¬ 年7月 29日 (水)i3:30～ 15:30

所 :厚生労働省専用第21会議室 (17階 )

議 事 次 第

1 慢性期入院医療の包括評価調査分科会の課題等について

2 平成 20年度慢性期入院医療の包括評価に関する調査について

3 平成 20年度一般病棟で提供される医療の実態調査について

4 その他

診療報酬調査専門組織・慢性期入院医療の包括評価調査分科会委員一覧

<委員 >

診療報酬調査蔓ll組織〔畳性期入院医療の包括評価調査分科会)座席表
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慢性期入院医療の包括評価調査分科会の課題等について

1 短期

平成 22年診療報酬改定に向け、既存のデータを用いて、以下の検討

を行う。

O患者分類の妥当性の検証

○各医療機関における分類の適切性の検証

0提供されている医療サー ビスの質の検証

2.中・長期

医療療養病床と機能が近接 している病床等を含め、慢性期医療に係

る調査・分析を行う。                '

その際、慢性期医療の定義・範囲を明確に しておく必要があるが、

現時点では、さしあたリー般病床の一部から介護保険施設の一部まで

が想定される。

当面は、この うちの一般病床に係る部分から検討することとし、そ

の結果を踏まえて、慢性期医療の定義・範囲にういてもあらためて検

討する。

一連の検討結果は、適宜、基本問題小委員会に報告 し、そこでいた

だいた意見をさらに反映させながら慎重に調査・分析を進めることと

したい。
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氏  名 所 属 等

池 上 直 己 慶應義塾大学医学部教授 (医療政策・管理学)

泉 キ ヨ子
金沢大学医薬保健研究域保健学系
看護科学領域・臨床実践看護学講座教授

猪口 雄二 医療法人財団寿康会病院理事長・院長

大 塚 宣夫 医療法人社団慶成会青梅慶友病院理事長

佐柳 進 独立行政法人国立病院機構 関門医療センター院長

椎名 正樹 健康保険組合連合会理事

高木 安雄 慶應義塾大学大学院教授

武久 洋三 医療法人平成博愛会博愛記念病院理事長

三上 裕 司 特定医療法人三上会総合病院東香里病院理事長

◎分科会長 ○分科会長代理
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平成2“EE闘入ぼ調協罪譜諄 議壁穏踊昌コを椰

第 2回 分科会(6月 11日 )資 料の訂正について

0第 2回分科会配付資料において、以下の 2点について誤記があったので31正する。

(1)患者特性調査 (病院、診療所)において、「脱水」と「頻回の嘔吐」のみでは医

療区分1であるが、医療区分2と誤分類していたことが判明し、医療区分2から
医療区分1に再分類した例が1%程度生した (全病院集計で 0.6%、 共通病院集
計で12%)。

(2)Q:に係る集計において、表中の記載位置が誤つていた (「褥慮ハイリスク 分
母の患者数」と「褥薔ローリスク 分母の患者数」が入れ替わっていた).但 し、
Q:の算出結果には変化を生じない。

081正事項の詳細は、次ベージ以降を参胤

後期高齢者特定入院基本料のいわゆる「除外対象」の患者に関する集計

1.方法

社会医療診療行為別調査 (平成19年 6月 審査分)を用い、後期高齢

者特定入院基本料のいわゆる「除外対象」の患者に関し、レセプト件数

及び一日当たり点数の集計を行つた.

2結果

○当該月の初日より入院期間が90日 を超えているフ5歳以上の患者に

ついて、当該月中一貫して一般病棟入院基本料(老人特定入院基本

料を除く)を算定しているレセプトは 36,352件 であった。

O上記レセプHこおける1日 当たり点数は2,070点 であった。

1.「診調組 慢-1」 :平成 20年度慢性期入院医療の包括評価に関する調査

集計結果 患者特性調査 (病院)
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Pl～24表

平成 20年度口査の医

療区分1及び動 数

平成 20年度調査の「全病院比較J及び 「共通病院比較」の医療区分 i

及び 2〈回表 1～34)の n数のITL

【誤】

国表 1

医療区分 1(n=2,453)、 医療区分 2(n,3,826)

日表 2

医療区分 1(n= 492)、 医療区分 2(●= 960)

園表 3、 5、 7、 9、 15、 17.18、 21、 22、 25、 26、 31、 32

医療区分 1(n=2,498)、 E凛 区分 2(n=3,865)

日表4t6、 8、 10、 16、 19、 20、 23124、 28、 29、 33、 34

医療区分 1(n―- 496)、 医療区分 2(F 961)
口表 ll

医療区分 1(n3 493)、 医療区分 2(n=325)
回表 12

E壼 区分 1(F 89)、 医療区分2(r 96)
日妻 13

医療区分 1(n= 789)、 E瞭区分 2(n3】 ,052)

□薇 14

E薇 区分 1(n= 175)、 医療区分 2(n3 278)

日表 27

E凛区分 1(n31,505)、 医療
子
分 2(■■

1“
)

□衰 30

医療区分 1(n= 406)、 医療区分 2(n8 786)

【正】     ・

日表 1

医療区分 1(n32,498)、 E凛 区分2(03j=781)

回表 2

医療区分 1(n3 515)、 E凛区分2(F987)
日姜 3、 5、 7、 9、 15,17、 18、 21、 22、 25、 26、 31、 32

医療区分 1(n82,543)、 医療区分 2(o83,8")

日■4、 6、 8、 10、 16、 19、 20、 23、 24、 28、 29、 33、 34

医療区分 1(F 515)、 医療区分2(鮮 937)



図表 11

医療 区分 1(n= 503)、

図表 12

医療 区分 1(ni 93)、

図表 13

医療 区分 1(n= 805)、

図表 14

医療 区分 1(n= 186)、

図表 27

医療区分 1(n=1,530)、

図表 30

医療 区分 1(a= 421)、

【誤】

[図 表 1]

医療 区分 2(n= 315)

医療 区分 2(n= 92)

医療 区分 2(n=1,036)

医療 区分 2(n・ 267)

医療区分 2(n=2,429)

医療区分 2(n= 771)

【全病院】

〔国表2] 【共通病院】

(39)

〔正〕

[□表 1] 【全病院】

[図表2〕 【共通病院】

※ 以下、Elr正 図表は、 81」 紙をご参照ください。

平成20年度■壺

E憲区分 2 含 汁

(39)

P25表

平成 20年度患者特性

調査 QI算出結果の分

母の患者数

平成 20年度調査の患者特性調査 OI算出結果 (図 表 35)の 分母の患者

数の訂正。

【誤】

褥府ハイリスク 分母の患者数  432

褥書ローリスク 分母の患者数 1,615

【正〕

据蒼ハイ ンスク 分母の息者数 1,615

褥唐ロー リスク 分母の患者数  432

2.「診調組 慢-1」 :平成 20年度慢性期入院医療の包括評価に関する調査

集計結果 患者特性調査 (診療所)

【誤】

〔□表1〕 【診療所】

【正】

[国表1〕 【診療所】

平成 20年度口査

AD嘔 分 l

※ 以下、8T正 図 表は、 Bり紙 をご参照ください。

番 号 BI正 面所 訂正内容

Pl～8 表

平成 20年度調査の医

療区分1及び2の n数

平成 20年 度調査の医療区分 1及び 2の n数の訂L

【誤】

図表 1

医療区分 1

図表 2、 3、

医療区分 1

図表 6

医療区分 1

図表 7

医療区分 1

図表 15

医療区分 1

【正】

図表 1

医療区分 1

図表 2、 3、

医療区分 1

図表 6

医療区分 1

図 表 7

医療区分 1

図表 15

医療区分 1

(n=342)、 医療 区分 2(n=381)

(nミ361)、 医療区分 2(n=385)

(n・ 103)、 医療 区分 2(n=77)

(n=88)、 医療 区分 2(n=76)

(n=143)、 医療区分 2(n=199)

(n=352)、 医療 区分 2(n=371)

(nミ 371)、 医療区分 2(ni375)

(n二 104)、 医療区分 2(n=76)

(n■ 92)、 医療 区分 2(n=72)

(nミ 146)、 医療 区分 20F196)
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【共通病院】

平成20年度慢性期入院目壼の包括評■に目する目査
(レセプト調査(病院)集計結果》

集計対彙:平成18年度口査と平成20年度調査の共通病院(11病院)

1レセプトロ査(病院)の集計件数

■レセプトロ査(癖院)における収集レセプ略 数 [回表11

病院〈医療療姜病棟)

レセプト件数
病院〈医療療養病棟 )

レセプト算定日数

一出．一
市
一

一
度
一

」年

、

一
２。

，
一漱一一

22,311

平成 18年度(1:病院 ) 645 17,351

米半威20年度口三では、患者特性日査を実施した病棟(医療療姜病棟)の 1か月祭平成21年 1月合〕あラ

属嬌事π嘉境割」鷺肌撃F嗜牌 二組留島ξ者特性口査を実鮨した,凛守

2医農療養病棟における医療区分別・ADL区分用患者分類(5区分)の状況

■平成 20年度レセプトロ査(病院)[回表2]

【全病院・級地別】

平成20年度慢性期入院医療の包括評薔に関する調査

《レセプト調査(病院)集計結果》

1レセプト調査(病院)の集計件数

■レセプト調査(病院)における収集レセプト件数 【口表1]

病院く医療療養病棟 )

レセプト件数

病院 (医療療姜病棟 )

レセプト算定日数

1■ 級地(23病院 ) 1,051 32,075

38,362

摯 病細 こおける医療区分別・ADL区分BI■者分類(5区 分 )の状況

平成29年度慢性期入院医療の包括評籠に関する調査に係
第 3回分科会での指摘事項について

【共通病院】

3医療薇養病棟における壼者1人 1日 当たり収入金額

[回表3〕

単位 :円

1,920円 とした

レセプト調査についても共通病院の

データを出してほしい.

資料「慢 -8」

レセ プ ト調査 、 コス ト調査について

も、級地別集計 をしてほしい。

資料「慢-9」

資料「慢-10」

コス ト調査の医療区分ごと収入にお

いて、 9区分それぞれについて出来

高・ リハビリ分 をレセプ ト調査から算

出 してほしい。

資料「慢-11」

平成204産
'「

平成 18年度

■E薇区分」「.
‐
li二

;11 lξりヽ 1

鑑薇区分 医療区分 医僚区分

ADL区 分3 5.6%

44.6%

31.11

6.4
30.5%

37.71ADL区 分2

20.11
ADL区 分 1 5.31

計 15.51 53.31 31.11 26.5% 35.“ 37.7%

20年度は平成21年 1月 分、平成 18年度は平成 18年 11万

入院

基本‖ 鳩鶴孤
出来高

部分

リハビリテ
ーション等

レセプト

請求全饉

入院時食事彙姜
費を加えた場合

の収入

13.431 1.608 1.374 17.037 10,957

平成 18年度調査

(1:病 院 )

13,756 1,463 16.670 18.590

※ 入院時食 1食 につき640

※ 上記の収入には、差額ベンド代等、保険外の収入は含まれていない。

■平成 20年度レセ外 口査《自腕)[口凛2]

1■ 組地の書院

■優区分 巨螢区分 E口区分

ADLE分 3 6.笙
48. g“

29.11

9.31

40.略

22.51
ADL区 分2

7.鮮 19.11
ADL区 分 1 8.略 8.31

針 13.器 57.71 29。 11 28.錆 49.11 22.51

X平成 21年 1 実日歓l蹴



燎鶴
鳩辮孤

出来高

部分

リハビリテ

ーシヨン等

しセプト

請求金額

入院時食事姜養

費を加えた場合

の収入

:-6級地

(16病院)
13.377 1.452 784 1.044 16,657 18,577

日
一

12,440
11,621

1.036 755 15,352 17,772

つき640

【全病院・級ull】
1警 I・ 7:ち

1∫

【全病院・級蠅颯J】

3医壼薇養病棟における息者1人1日 当たり収入金額
平虚 0年度慢性期入院医療の包括評饉に目する調査

1       《コスト調査 (病院)集計結果》

1医療壼養病棟における壼者 1人当り費用の算定

■E壼壼養病棟(平脚 年度44病院)における級地区分用患者 1人1日 当り費用

[回表1]                               (単 位 :円 /人 )

<備考>
。「人件費」:給料、賞与、賞与引当金繰入額、退職給与費用など(病院長、役員含む)

。「材料費」:医薬品費、診療材料費、医療消耗器具備品費、給食用材料費
。「委託費J:検査委託費、給食委託費、寝具委託費など
・r設備関係費」:減価償却費、地代家賃、修繕費など
。「研究研修費」:研究費、研修費            ・
。「経費J:光熱水費、福利厚生費、旅費交通費、職員被服費、通信費など
。「その他J:控除対象外消費税等負担額、本部費配賦額

【全病院・級地別】

2職種別人件費■み付けケア時間の算定

職種別直接ケア時間 (平成 18年度)に職種別の賃金の相対比 (平成 20年度 16級 地、その他の地域 )

をそれぞれ乗じて機種別人件費の重み付けケア時間を算出した

■職薇用直接ケア時間(平成18年度口査)[田 衰4]

平成 18年度

患者 1人 1日 当り■種別直接ケア時間 (分 )
(夕 考 )

E鰤 看E師
准

看E師 補助者

その他

職種

詳難 百爆∫ 207 9 63 5 60.4 67.4

蝋 壼魯 2∞.0 61.2 47.0

131.8 36 6 29 0

11三tやⅢュ 174.3 49.3 69.9

167.4 38.3 84 0 20.3

黎 Jttli: 118.5 29.9 25 6 48.9

導1ボ01■∴ 169.0 41.3

143.7 75.6

E触驚メ|1興1) 23.9 46.3

162.5 43.8 67.9 12.3

病院)に基づいて算定を行つた

平成20年 10月 1夕月のデータに基づくもの。

[日表3]

1,920円 とした

※ 上記の収入には、差額ベッド代等、保険外の収入は含まれていなし、

■(,考 )コ ストロ査対象病院の総病床規模別施設数割合 [目表2]

(平虚 0年度 1-6級地 16病院、その他の地域 28病院)

■く参考)コストロ査対象病院の薇養●棟痢床naBJ施設数割合 [国表3]
(平成20年度16級地 16病院、その他の地域 28病腱)

【全病院・級地別】

誌

設

数

割

合

％

護
30

数 25

“
合 20

%15

■
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０
〇
一

８
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一
８
８
８
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８
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Ｒ
鶴
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●

８
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ｏ
ｏ
∞
当

∞

０
０
ト
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０
ト

８

９

８

一
数床

８

ｎ
ｌ
８

一
病

一
一
一
―
一
一
マ

一

〇０一１〇一一難

一
Ｒ
‐８

”
料本

一
一
一１
〇
一
一
離入

０
〓
占
Ｐ

棟病

一ｏ１０ｎ
餞

０
一
‥
一
〇

０
一
１
一一

Ｘ

　

※

地域区分 人件贅 材料費 委

"費

盪●
00係費 確は

経 費 その他 合計費用

1-6繊地

(16病院 )

10,916

隔

2202

隔

1,236

隔

1,740

隔

48

1Q3■

1,524

隔

460

隔

18,126

1lmm

10,798

師

l,704

97%

1,492

隔

l,743

隔

53

隔

1,529

隔

193

隔

17.512

面
!ストロ査1結果に基づき費 つた

●平成19年 E薇 施餃口■ (豪 姜病床を有する病院)

0平成20年 度■■ (卜 6級地病院 :平 均226病 床 )

口平成20年 度口壺 (卜 6級地以外病院 :平 均162嘴 床 )

:IIIII: ::||]匡 ][IIII::I::I

D平成20年 度口壺 (卜6鍛 地病院 :平均‖8病 床 )

0平成20年 度口査 (1-6餞 地 以外病院 :平均65痛 床 )

I::::::::Π :

__日 _____――‐‐一―‐‐―一‐‐‐一―…

::||:コ |:

■職種別賃金(平虚 0年度調査 1‐6級地、その他の地域)[口 衰5]

職 種

1-6級 地

■全

(円 /時間〕
相対比

医暉 7.828円 3.16 フ.667円

看饉

“

2.479円 100 2270円 1.00

准看E椰 2.339円 0.94 1.833円

口菫補助者 1.503円 1.382円

2072円 1,984円 0.89

モ●他●薇(vSWt=剤 暉.ホ養吉、他

'

2158円 2018円 0.87

件費については、



単位 :分

:|lit・1‐ti

=手

i4,1

平成 20年度

医療区分 1 医療区分2 医療区分 3 計

1431 152.9 193.6 i64.2

:20.1 141.1 182.8 137.6

|なF■1 87.3 1072 121 6

114.2 141.6 187.1 143.3

■職種別人件費菫み付けケア時間

[回表6]

【全病院・級地別】

【全病院・級地別】

単位 :円

【全病院・級地
"1】

3患 者分類(9区分)毎の壼者1人 1日 当り費用の推計

医療療義病棟における1患者当りの費用を、3者の状態に応じて変化する変動費(人件費、材料費)と 、患
者の状態に係げ 一定であ 固定費(委託費、設備関係費、経費等)と に分け、患者分類 (9区 分)毎の患者
1人 1日 当り費用を推計した

人件費は、「重み付けケア時間算出対像人件費Jと「リハスタッフの人件費J、「その他の人件費Jの和として
算出している。このうち、「その他人件費Jに ついては、平成18年度口査と同様に、患者分類に応して変化す
る人件費と仮定して配置した場合 (「費用差最大J)と,患者分類と無関係に必要な人件費と仮定して配鷹し暑
合 (『 費用菫最小J)の 2通りで推計した

なお、「その他人件費メこは、「菫み付けケア時間算出対彙人件費Jの対摯となる医師・看護師・看護補助
者・薬剤師・MSW等の間接業務 (直接ケア以外の業務)部分の人件費、中央診療部門の医療技術員の人件
費、事務職員の人件費、技能労務員の人件費などが含まM.

■医療僚養病棟における患者1人1日 当り費用推計 (平均 )

【国表8]

した(職種別ケア時間に職種別賃金をそれぞれ乗じて算出した).

※ リハスタッフの人件費は、Pr、 oT、 sTの人件費とした(職種別ケア時間に職種別l賃金を乗じて算出した)。

※ その他人件費は、「コストロ査Jより把握された人件費全体から上記二つの人件費を除いた費用とした
※ 患者特性口査より算出した薬剤費は、「患者特性目査Jか 雰 出した 平成 20年度では、平成18年度r患者

特性口査Jか雰 出したものを平成20年度「レセプトロ査(病院)Jの患者分類別 (9区 分)患者構成比で口整
して算出した

※ 患者特性口査より算出した特定保険医療材料費は、「患者特性調査」かり 出した 平成 20年度では、平成
18年度「患者特性口査Jから算出したものを平成20年度「レセプトロ査 (病院)Jの忠者分類別 (9区 分)患者
構成比で口整して算出した

※ その他薬剤費は、「コストロ査Jより把握された医薬品費全体からr患者特性口査より算出した薬剤貴Jを 除い
た費用とした(管理・消毒用薬品費等に相当).

xそ の他材料費は、「コストロ査Jよ り把握された医薬材料費全体から「患者特性調査より算出した特定保険医
療材料費Jを除いた費用とした(医療消耗器具備品費や綸食材料費等).

※ 固定費用は、委託費や設備関係費、経費など「コストロ査Jよ り把握された固定的費用とした

【全病院・級地別1】

4患 者分類(9区分)毎の収入の推計

医療
零

養病床の
■

=分

類毎の収入 (園表 11)は、療姜病棟入院基本料の所定点数 (図表 12)に 、平成 20年
(図表13)を加えて算出した

■患者分類(9区分)毎の収入推計
[回表11]

1-6級地

E薇 区分 医療区分 医猥区分

邁|よ拳鱗 14,051

18.401

22,291

14,182

:8.532

22.422:お綴 ′藤
12,701 12,832

■1専鷺4 ,7.181

※ lう 級地におけ 科以外の収入は一体 5,20 円とした (平成 20年鷹 レ

※ 1■ 級地の入院基本料以外の収入 5,201円 の内訳は、入院基本料等加算 1,452円 、出来高部分 784円、リ
ハビツテーション1,044円 、入院時食事療養費 1,920円 である。

※ その他の地雌における入院基本料以外の収入は一律 5,332円 とした (平成 20年度レセプト調査より).

※ その他の地雌の入院
―

以外の収入 5,332円 の内訳it、 入院基本料等加算 1,621円 、出来高部分 1,036

円、リハビリテーションF55円、入院時食事療菱費 1,920円 であL

■患者分類(9区分)毎の入院基本料(療姜病棟入院喜本料の所定点数)

【回表12]                                .

軸
!-6級 地

医薇区分 E薇区分 饉壼区分

8.850
13.200

17.090

8,350
i3.200

17.090AI■ジ整 7.5∞
7.5∞

i智里
111980

11.980

■患者分類(9区分)毎の入院薔本料以外の患者1人 1日 当たり収入金額(レセプトロ査より)

[回表13]

ロケースミックス値の算定

〔国表7]

■壼者分類 (9区分)毎の患者1人1日 当り費用(費用差最大の場合)

[回表9]

■患者分類(9区分)毎の慮者1人1日 当り費用(費用差最小の培合)

[日表10]

勘
轟

二む曹」二|

′
しヽLデト
ロ求會■

1■ 崚地 (16病 院) 13.377 1,452 734 1.044 16.657 18.577

※

12440 1.621 1.036 755 15,852 17,772

につき640円とし、1

::事1111」
1.1■■iヽ■ギ

.

平成 20年度

医療区分 1 医療区分 2 医療区分3 計

0.999 1.067 1.352 1.:46

ム|[饉芳Eく 0.838 0 984 1.276 0 960

^DL区
分 1 0.609 0.748 0.849 0.686

「 叶 0 797 0.988 1.306 1.0∞

ケア時間の平均値を10と 類

職種,j人 件費重み付けタア時間の相対値をケースミックス値とした

”
，

一ヽ凝

1-6級地

1日 当たり

費用(円 )

構成比

ご〕
=甲

:1:≧1'11二iltrユ :ド:■1 lti 13.118 72.41 12,502 71.4"

脚 二嗅ギベⅢ■■苺 5,919 32.71 5,276 30.11

[:|ツ′シ″21零 11権1ゝ1やfi■ll 2 31 405 231
γl、そ9抵爵面1雲 il‐ 11r報き 4,574 25.2% 5,117 29.2%

1■‐
586 3.2% 3.31

0.8% 0.3%

琴 1,自 書

"界

品費等,■ド晏 2.9%

t,他材H費【

“

1石IttiЁふ轟 L・寺) 5.2% 4晴

5,008 27.61 5,010 28.6%

I鮮:群 18.126 10く). 鰯 17.512 1∞_晴

件費は、医師、看崚師、准看雄師、看護補助者、薬剤師、MSW

1-6級 地

医薇区分 医療区分 E籠区分
計

ず離 れヽ
■■ ,I十 J“ ■

17.580 18.592 22.501 :9,660 17.010 17,929 21,705 i8,969

Rヽ百ぼがダ| 16.248 18.122 21.741 17.796 15,780 !7.552 21.062 17.254

13,726 15,449 17.244 14.716 13.260 14,914 !6.640 :4.2H

ず
一■■ヽ

一

Ｔ
15.672 17.895 22,024 18.126 17,278 21,259

※ 「費用差最大」は、「その他人件費Jを患者分類の状態に応して変化する人件費とした場合の費用である。

1-6級 地

医饉区分 区薇区分 E籠区分
計

17.584 18.284 20,893 18,993 17.021 19,945 18,250

16.987 18,193 20,480 17,979 !6.564 17.606 19,635 17.427

15.514 16.6∞ 17,935 16.152 15,230 16,175 17,381 15,788

警陣 i 16.601 17.950 20,627 18,126 i6.191 17,343 19,721

※ r費用差最小Jは、「その他人件費」をどの心者分類にも等しく按分した場合の費用である。

単位 :円



【全病院・級地別】

※ 上2の収入には、差額ベッド代などの収入は含まれていない。

5患者分類 (9区分)毎の収入・費用差

算籠君盟¶鼎聯譜毬ξ轟 穏盤理t与よ墨:ll:皆ξ単:L掛ぶ童電「
差を

■患者分類(9区分)毎の収入・費用差(費用差最大の場合) ・̈口襄鯰日衰11の■

[目表14]

1雛III:iマ ゞ

”
・

1-6級地

E薇区分 E薇区分 E薇区分

-3.529 -192 -210 -2.829 605

-3.547 550 -2.949 1.361

1.026 1,732 5.047 2.398 5.782

※ r費用差最大Jは、「その他人件費Jを患者分類の状態に応じて変化する人件費とした場合の費用であ生

口患者分類(9区分)毎の収入・費用差 (費用整最小の場合 )¨・田衰10と 口a1lo4

[回表15]

1-6級地

E薇 区分 医薇区 分 医療区分

ADL区 分 3 -3.534 1 398 2,840 2,479

^Di、

F12 -4.287 1.811 -3,732 2,788

ADL区 分 1 2.813 4.356 -2.397 1.138 5,041

※「費用差最小Jは、「その他人件費」をどの患者分類にも等しく按分した場合の費用である。

【全病院・患者分類別収入】

■患者分類(9区分)毎の入院基本料以外の患者1人 1日 当たり収入金額(レセプトロ査より)

[回表3]

I隷:

環響二: 癬 輔 繹
平成 20年 度口壼

(66病 院 )
12.883 1,510 16.200

(再掲)入院基本料A 17.090

(再掲)入院基本‖B :5,896

(再掲)入院基本料C 2057

(再掲)入院薔本料D :1,702

(再 掲)入院薔本料 E 12.375

平成 18年度調査

(69病 院 )
13.181 1,163 580 15,753 17.673

(再 掲)入院基本料A

(再掲)入 院基本‖ B 1.072 15,947 17.867

(再掲)入院基本料 C

(再掲)入院薔ホ料 D

(再掲)入院基本‖ E 7.640 12 502

※ 入院時食事療姜費は、1食につき640円 とし、1日 当たり1,920

※ 上記の収入には、差額ベンド代などの保険外の収入は含まれていなし、

■慮者分類 (9区分)毎の患者構成比(レセプトロ壺より)

[目表

平成 20年 度鍋査 ' 平成 18年度口査

E饉 区分 ■|が E薇区分
1:、
‐
J:■

一
”
」

E壼区分 医饉区分 医療区分
計

1ム gtヒ券古|:

hP二 Fヽ二 | 65

|“ JIはi

轟1‖11: lCЮ .0 !∞ .0

遂病院
平虚 0年度慢性期入院医療の包括評価に目する調査

《レセプト調査 (病院)集計結果)          
・

1患者分類(9区分)毎の収入の推計

テ蘊肥異常更貧窓署,f路川凛魏般琴奮躍
離隷個表

"に
、中

■患者分類(9区分)毎の収入推計
[回表1]

臨
平成 20年 度調査時

E饉 区分2 医飯区分3

13.622

21,7021欅齢
12,375

部騨 嶽 18.251

※ 平成 20年度及び平成 18

■患者分類(9区 分)毎の入院薔本料(燎養病棟入院基本料の所定点数)

[回表2]

単位 :円

入をレセプト調査より算定し亀

平成 20年度口査時

FF薇暉分1 .E饉 区分2 医壼区分 3

ボ難 i

8.850

13,200

17,090

7.5∞

11,980

平成 20年 度 一 般 病棟 で提 供 される医療 の実態調査 の概 要

1目 的

一般病棟入院基本料のうち、13対 1入院基本料、15対 1入院基本料を算定する病

棟について、実態を調査し、診療報酬改定の検討資料とすることを目的とする。

2調 査項目及び調査内容

平成18年度慢性期入院医療の包括評価に関する調査の方法を参考とし、医療機関

の特性、職員業務量、患者構成、コストの変動等、一般病棟入院基本料のうち13対 1

入院基本料、15対 1入院基本料を算定する医療機関の実態の調査を実施。

調査施設数、調査内容については以下のとおり.

(1)調査施設数(13対 1入 院基本料算定施設250施設、15対 1入院基本料算定施

設500施設)

(2)調 査内容

① レセプト調査

一般病棟入院基本料のうち13対 1入院基本料、コ5対 1入院基本料が算定され
ている入院患者を対象として、平成21年 1月 診療分の診療報酬明細書を用い、
入院基本料・加算等算定状況、処置・リハビリテーション等の実施状況について調
査を実施。

② 施設特性調査

平成21年 3月 1日 時点で一般病棟入院基本料のうち13対 1入院基本料又は1

5対 1入院基本料を算定している保険医療機関を対象に、救●_体制、職員配置の
変動及び入退院患者数、入院元・退院先、入退院理由などの入退院患者の状況
について調査を実施。

③ 患者特性田査

平成21年 3月 1日 時点で施設特性調査を行う医療機関に入院している患者に

対し、年齢・入院期間・状態等の基本属性や、提供されている医療サービスの内
容について調査を実施。           .

④ コスト調査

平成20年 10月 lヶ月における一般病棟入院基本料のうち13対 1入院基本料
又は15対 1入院基本料を算定している保険医療機関を対象に、調査対象医療機
関の人件費、減価償却費、医薬品費、材料等の払出量等について調査を実施.



平成20年度

一般病棟で提供され る医療の実態調査

集計結果

平虚 0年度 一般病棟で提供される医療の実態調査

(集計結果》

基本情報

卜般病棟(13対 1)を有する病院の病床数および病床区分(n=33】

総病床数 :平均 120床 、 一般病棟入院基本料算定病床数 :平均 56床

ロー般病棟(13対 1)●その他一般病床 0医療療養病棟 口その他療養病床 口その他

｀                   病院番号

卜般病棟(15対 1)を 有する病院の病床数および病床区分(n=47】

総病床数 :平均 :27床 、 一般病棟入院基本料算定病床数 :平均 67床

ロー般病棟 (15対 1)田その他一般病床 B医 療療養病棟 0その他療養病床 口その他

病

床

数

病

床

数

病院番号

1 在院期間の状況 2年齢構成の状況

13:1病 棟

(げ 1・861)

15:1病 棟

:(■ 3.623)

‐
 1,者】.:,(

医療療養病棟
:で話ラb,6ナ .:

30日未満I:●
=■ キ: 3.6% 2.1% 1.3%

30日 以上 90日未満 543 14.196 125 12.20/● 783 9.90A

90日 以上1年未満 635 16.5% 18.8% 1,195 15.10/●

1年以上 2,529 65.8% ↓ 686 67.0% ↓ 5′812 73.696

(注)1(1)は、一般病棟 (1■ 1病棟、1■ 1病棟)が、医療療姜病棟と比較して5%以上多いもの (5%以 上少ないもの)

●L“

1■ 1:及び1■ 1病棟
=

かっ在院00日 以内
・■くn=■860)11

1■ 1及び 1■ 1病棟t

かつ在院01日 以上
|(準 1,618オ・||:

1【参考】 :・

医療療養病棟
(́n=7i92b)

．下
．

以́

一
一嗜
一

尋
一

137 3.5% 2.00/● 1.30/O

543 14.1% 125 12.20/● 783 9.90A

635 16.596 18.796 1,195 15.196

2′ 529 65.5% ↓ 686

“

.7% 1 5′812 73.30/O

(注 ):(↓ )は、一般病棟 (90日 以内、9:日 以上)が、医療晨姜病棟とlttして596以上 多いもの(5%以上少ないもの )

13:1病棟

(n=1,861)

15:1病棟

(n=3,623)

【参考】

医療療養病棟

(n=7,926)

日30日 未満

口30日 以上

90日 未満

,90日 以上

1年未満

●1年以上

蹴

ｕ

剛

鋼

研

露

富

麟

∝

■39歳 以下

040-64歳

口o5-74歳

口75歳 以上

131及び1,1病棟、
かつ在院90日 以内

(祠 .8609

:■ 1及 び :ユ :病棟、

かつ在院団 日以上

(nFl.028)

【,考】
E彙籠養病棟

(F7.926)



3医 療区分の状況 4医療区分採用項目の菫当状況

13:1及び 1■ 1病棟、

かつ在院90日 以内′
 て卜|.160D l l:

111■び1,1奮棟、
かつ在院91日 以上

_CF-11を 8'■
1

|、 :【参考】:

E燎燎養病棟
||:(二7.926ゞ |'

分区療
一

・医
一

1,695 43.904 ↑ 276 26.8% 2′543 32.1%

l`麓療菫券2 1′ 3“ 35.4% ↓ 420 40.996 ι 3,320 48.2%

医療区分 31 799 20.796 ↓ 32.3% : 1′ 568 19.796

(注)1(1)は 、一般病棟 (90日 以内、91日 以上)が,医 療療姜病棟と比較して5%以上多いもの (596以上少ないもの)

131ユび1■1窮緯、
かつ在院90日 以内
:〈■ ,860p.,

1■ 1及 び :■ 1病棟、
かつ在院91日 以上

`1(■ 11021)|:i

'1【 参考】F

医療僚姜痢棟
・ (■ 7.026)｀

1 24時 間持親して点油を実崎 : 541 14.096 1 185 18.0% ↑ 642 8.196

2尿路慮彙壺に対する治晨
=

170 4.4% 6.7% 685 8.6%
3:儡病等によリリハビツテ‐シヨンを必要とする状醸 338 8.896 : 1.3% 2.1%
4.脱水に対する治薇 [メ 発餞】  l.、 3.1% 3.496 200 25%
お■消化管等●体内から出血が反復継懐しそいる躾恵 1.396 1.0% 67 0.8%
0.頻回の嘔吐に対する治晨['発 熱] 0.2% 0.6% 0.2%

′「1せん姜に対する治彙 3.7% 1.8為 147 1.9%

|1認駆r=Frlすす響tt摯習|' 1.996 : 68 6.6% 578 7.3046

9頻回の血精検査を実薔(1日 3回以上) 290 ス5% 7.3% 673 8.5%
:OFスモンに任患

‐
0.096 0.096 0.0%

11.E"及び看饉

“

により、常時.監視・管理を実施 1.196 7 0.7% 1.1%

:2中心

"脈
栄姜を実施 2● 6.896 18に 18.491 ↑ 401 5.酬

1■
:人工呼吸彗敏 用 0.7リ 4C 4.591

11.ドレシ
=・

F饉腟の洗浄 1.3咲 0.7% 0.3Ⅸ
15.:気 管切開・気管内挿管の実饉され、発腱を伴う状

“

0.6簑 3.7嘔

|こ 強素晨法の実施 271 10.5嘔 82( 10.4γ

フ.し 感Pz隔離
=で

の管理を彙施 0.6% 1.6簑

餞 筋ジスト|フ r~―tr筋●●性側素硬

`ι

壼に罹二 : 0.4% 1.フ%
191多発性硬|ヒ菫に薇急1: 0.291 2 0.2咲 0.2%

●2'メ■キシツジ●田
=疾

患■罹患 10C ↓ 6C 5.891 62` 7.9%

子の性の難病IF薇患
｀
1 0.鍬

ギ劇麗1野T,TTFTFT,'甲「丁` 0.39t

23.■性閉

=焦
肺疾患〈ヒ

=T・

ジョーンズの分類が V度 ) 1 04% 1 1鰍
24.遺析を実施・

& 10.2γ : 2.90X

2,`薔t暉層(疼瘍コントロニルがあ要な場合に限る) α 1.6% 1.6咲 α 0.8%
2ol肺 長に対する拍晨r 12.3% 18C 18.1% ↑ 7“ 9,7%
2■ 褥

=に
対する治薇て2度以上または2●所以上) 3.1% ス2% 369

23.1末精

"轟
障害による下肢茉嗜の開放■に対する治薇 1.091 1 1.89t

29.2?住 状に対する治晨 60%
n'他者に対する曇行が毎日認められる状態 0.9嘔 1.5%

:日 8口以上の喀喪吸引を実施 23( l 1,84C 23.2%
32気管切開:気 管内挿管の実施(発熱を伴う場合を除く) : 73〔 92%
五
1電1器 :T'1千

'?蜂

巣魚
,等

の感言565 14.6咲 2『 19.跳 ↑ 1′∞〔 12.7%

(注)1(1)は 、一般病棟 (90日 以内、91日以上)が、医療療姜病棟と比較して5%以上多いもの (5%以 上少ないもの )

1■ 1及び1,1病 棟、

医療区分1 医療区分2 医療区分3

1■ 1及び1■ :病棟、

医療区分1 医療区分2 医療区分3

【,考】E彙薇姜病棟 (‐ 7.926)

‐

医療区分1 医療区分2 医療区分3

5その他の患者状態像 (医療区分採用項目以外 )

27■■に対する治饉(2度 は上または2●所以上)

口 131及び1■ 1病 棟、かつ

在院90日 以内 (n=3.860)

■ 1鋼 及び1■ 1病 棟、かつ

在院91日 以上 (n=1,028)

● 【参考】医療療養病棟

(n=7.926)

1■ 1及び :31病棟、

かつ在院 9● 日以内
・

(■=3.860) . 
′

1■ 1及び 15:1病 棟、

なP在院91日以
=it :くnll.o23)1 1

:【参考】
医療療養病棟
t(n=7.926)

・ .糟尿病 573 17.891 1′461

b 不整脈´ 6.191 4.3%

c.急性心不全 3.6γ 1.0%

d_、 慢性心不全 9.991 13.9% 鮒 13.6%

e.・ 高血圧症 23.2% 2Cκ 23.49t 1′73〔 24.5%

i`虚血性心疾患 2CX 10.4% 621 8.8%

二 書髄損傷 0994 3.80X 2.091

h.大腿骨頚部骨折 2g 9.0瞑 5.9% 504 7.1剛

青椎圧迫骨折 6.7簑 1.8%

J.そ の他 の骨折 1199t T 礎 4.89t

に 関節リウマチ 2.5% 3.8%

L アルッハイマニ病 4.猟 50% 44ラ 63鋼

m.`ア ルッハイマー病以外の認知症 8.0簑 ↓ 11.4% 1′151 16.2γ

n.失語症
.

2.6% 3.99t 5.90/

o..脳性麻痺 059t 0.4%

19.00pl 30。 991 l 2,66〔 3■ 7%
q_脳 出面 : 4.891 l 924 13.0%

片側不全麻痺 252 78011 1 11.591 1′003 14.2%

s.四肢麻痺 ; : 10.4リ 8.4%

t'仮性球麻痺 | l 1 2.094 44: 6.2%

こ|:“管支喘息 .1■

“

2.8簑 2.99t

|:彗由率(イレウス))lil 
・

::｀ : 9C 2.89t 2.2咲 1.49t

■.肝不全 : 1 0.7% 0.4%

x.がん(悪性腫瘍 )」 12.2咲 12.3% 54C ス79t

,.腎不全 5.7■ 12.6咲 6.8%

(注)1(1)は 、一般病棟 (00日 以内、91日以上)が、医療豪養病棟と比較して5%以上多いもの (5%以 上少なtヽもの )



6検査の実施状況

・ .輸尿病

b.不整脈

c.急性心不全

d.慢性心不全

●.高血圧症

in血性0疾患

`書
贅損儡

h大腱骨コ部分析

l書椎圧迫骨折

J。 その他の骨折

に関節リウマチ

Lアルツハイマー病

mアルツハイマー病以外の認知症

n失語症

o■性麻痺

p目梗喜

q.■出血

r.片 側不全麻痺

●四肢麻痺

t仮性球麻痺

u.気管支喘息

v.臓閉墓 (イレウス)

w.肝不全

x.がん (悪性腱瘍 )

y.腎不全

口 1■ 1及び1■ 1病棟、

かつ在院90日 以内

停=3.860

日1■ 1及び 1■ 1病棟、

かつ在院91日 以上

(n=1,028) 1001

8∝

6∝

4麟

20■

"

8“

60%

研

20■

餡

4“

30%

20■

101

0%

エックス線単純撮影

口̈
¨

球轟認識 `.  (F3.800)111

1■1及び 1■ 1病棟 .

'7稽
i1511

ぎ
=」

:婁ユニ
`::二

(_‐7.926)' |

3′275 84.896 ↑ 869 34.596 1 4′919 62.1%

2′ 853 73.996 1 647 62.996 ↑ 2,582 32.6%

CT 1′330 34.596 , 22.5% , 1′ 009 12.79t

(注 )↑ (1)は 、一般病棟(90日 以内、91日 以上)が、医療薇■la棟と比較して5%以 上多いもの (596以上少ないもの )

‐

‐

■

‐

■



1在院期間の状況

慢-13差し替え

837 55。8% 1′594 47。 10/0 607 8。3%

395 2613% 1′034 30。50/0 985 13.40/0

196 13.10/0 483 14.30/o 1′986 27.0%

73 4口8% ‥

↓ 276 8口1% ‥

↓ 2′404 51.3%

(注)↑ (↓ )は、一般病棟 (1■ 1病棟、1■ 1病棟)が、医療療養病棟と比較して5%以上多いもの(5%以上少ないもの)

13:1病棟

(n=1,861)

■ 30日 以下

15:1病棟

(n=3,623)

【参考】

医療療養病棟
(n=7,926)

31日 以上

90日 以下

91日 以上

1年未満

□1年以上


